
 
 
平成23年5月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 

 
 
平成23年5月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 

修正の理由 
（１）連結、個別業績予想の修正 
当社の売上高に関しましては、前期はアウトレットマンションの販売を中心としておりましたが、当該不動産事業の仕入が 
一巡したことを受け、今期は本来のコアビジネスである開発事業を中心に展開してまいりました。従いまして物件の開発期 
間を考慮し、3月から5月までの第４四半期に引渡しを予定しており、2月までは物件への集客及び契約件数が予定通り順 
調に伸びておりましたが、3月11日に発生しました東日本大震災及び福島第１原発の影響により消費マインドの極端な落ち
込み並びに資材の納期遅れにより引渡しが来期にずれ込まざるを得ませんでした。また、福島第１原発の影響により連結 
子会社トータル情報センターが所有しております裏磐梯猫魔ホテルの利益計画の前提について見直しが必要となった結 
果、減損損失を261百万円計上いたしました。 
 
（２）特別損失の計上 
連結決算において、連結子会社トータル情報センターが所有する裏磐梯猫魔ホテルに係る減損損失の見込み額として261
百万円を特別損失に計上いたします。計上理由につきましては、当初は今夏を目処に売却する計画でありましたが、東日 
本大震災に係る福島第１原発の放射能漏れによる影響で売却計画が白紙になりました。また、風評被害による影響で宿 
泊予約も全てキャンセルされるなど多大な影響が生じたため、裏磐梯猫魔ホテルについて利益計画の前提の見直しが必 
要となった結果、減損損失を計上したものです。 
なお、個別決算においては、連結子会社トータル情報センターが減損損失を計上したことに伴い、トータル情報センターに 
対する債権のうち債務超過相当額の引当が必要なため、貸倒引当金等233百万円を特別損失に計上いたします。ただし、 
個別決算において計上する特別損失は、連結決算においては相殺消去されるため、連結決算への影響はありません。 
 
 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点での入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な要因に 
よって異なる結果となる可能性があります。 
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業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年7月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 11,349 1,502 1,375 802 15,553.67
今回修正予想(B) 7,880 911 805 212 4,117.25
増減額(B-A) △3,469 △590 △570 △590
増減率(%) △30.5 △39.3 △41.4 △73.5
（ご参考）前期実績 
（平成22年5月期）

10,644 1,573 1,546 698 13,530.18

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 10,000 1,476 1,403 830 16,091.34
今回修正予想(B) 6,415 841 786 212 4,117.26
増減額(B-A) △3,584 △634 △616 △617
増減率(%) △35.8 △42.9 △43.9 △74.4
（ご参考）前期実績 
（平成22年5月期）

9,349 1,625 1,655 765 14,832.91


